
飯田鉄工 解体用つかみ具（内部シリンダー作動型）
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開閉シリンダー伸縮量の測定

①   つかみ具を地面から１００mm程度浮かせた状態で爪を全開状態（シリンダー最縮）にて行う。

②   パワーショベルのエンジンを停止してから配管内の圧力を抜き、ａのストップバルブ（開閉ライン）

 を左右とも閉じる。

③   Ｌ寸法を測定し、3分経過後に再度Ｌ寸法を測定、その差を伸縮量とする。

つかみポイント（ツース・すべり止め部材）の測定

Ａツース、Ｂすべり止め部材の寸法を測定する。

開閉シリンダーの伸縮量測定

つかみポイント測定
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